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１．まえがき 
 一般国道 357 号の横浜ベイブリッジにおける鋼床版舗装では、鋼床版の剛性を高める目的で鋼繊維補強コ

ンクリートを厚さ 7.5cm で鋼床版に接着・一体化させる合成舗装（以下ＳＦＲＣ舗装）が採用された。鋼床

版上のＳＦＲＣ舗装は、薄層施工であることや耐久性の確保等から鋼床版とＳＦＲＣとの接着が極めて重要

となる。今回、鋼床版面へのＳＦＲＣの接着にはエポキシ系接着剤を使用し、また、ＳＦＲＣの乾燥収縮等

によるそり上がり対策として端部にスタットジベル（φ9mm×40mm）を配置し、補強した１）２）。 

 本施工では、5℃以上で使用可能なエポキシ系接着剤を用いたが、施工時期が 1 月～2 月の冬期であり、ま

た、施工上の理由からＳＦＲＣの養生期間を 1 週間としたことなどから、目標とした接着強度 1 N/mm2 以上

の確保が課題の一つであった。このため、本施工前に室内で低温養生した供試体による接着強度の発現性を

確認してから本施工を実施した。 

 本文は、室内における低温養生を行ったＳＦＲＣ供試体の接着強度および本施工でのＳＦＲＣの温度測定

結果ならびに接着強度について報告するものである。 

２．室内低温試験 
2-1 試験方法 

 室内低温試験に使用した接着強度試験 

用供試体は、鋼床版と同じ厚さ 12mm で 

50cm×50cm の寸法の鉄板を用い、表面を 

１種ケレン処理後にエポキシ系の接着プライマー 

（0.15kg/m2；本施工:0.25 kg/m2）および接着剤（0.6 kg/m2 

；本施工:1.0 kg/m2）を塗布し､ＳＦＲＣを厚さ 7.5cm で打継 

ぎ作製した。ＳＦＲＣの配合仕様を表－1 に、供試体の断 

面を図－1 に示す。低温養生は、低温室内（湿度 80％以上） 

で昼間（9:00～18:00）の 9 時間は＋5℃、夜間（18:00～翌 

日 9:00）の 15 時間は＋0℃となるように室温を調整して 

行った。なお、低温温度条件は、横浜地方の過去 3 年間の 

1 月、2 月の気温の日変化を考慮して定めた。また、供試 

体はビニールシート、養生マットおよびシートで覆い養生 

した。鉄板とＳＦＲＣの接着強度試験は、材令 7 日でφ10cm 

のコアカッタによりＳＦＲＣ全厚に切欠きを設け、建研式 

の付着試験機を用いて行った。 

2-2 接着強度試験結果 
 低温養生における室温およびＳＦＲＣの温度測定結果を図－2 に示す。図中のＳＦＲＣ温度は、厚さ 75mm

の中心と接着界面の温度を同時に示しているが、両者にほとんど差はない。ＳＦＲＣ温度は、供試体作製後

から上昇し、翌日の早朝（6:00 頃）には最高の 15℃となり、以後、温度は徐々に低下して材令 7 日には約 3℃ 
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表－１ ＳＦＲＣの配合仕様 
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図－１ 供試体の断面 
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図－２ 低温養生における温度測定結果 
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まで降下する傾向にあった。これから、低温養生 

の場合でも、施工初期にセメントの水和熱による 

温度上昇が見込めるため、適切な養生を行えば目 

標とする接着強度は期待できると推測された。                     

 接着強度試験結果を表－2 に示す。材令 7 日に 

おける鉄板とＳＦＲＣの接着強度は、比較のため 

に実施した 20℃標準養生、0～5℃の低温養生とも 

平均で 1.8N/mm2 以上が得られた。なお、接着試 

験による供試体の破断位置は、いずれもＳＦＲＣ 

の下面付近で、接着剤にＳＦＲＣのモルタルが厚 

さ 1～2mm 程度付着した状態であった。このこと 

より、鉄板とＳＦＲＣとの接着強度は、ＳＦＲＣ 

の強度より大きいことが明らかとなった。 

３．本施工における接着強度 
3-1 施工概要 
 室内試験結果から、1 月～2 月の冬期においても、 

適切な養生を行うことによって目標とする接着強度が 

期待できることが確認できた。このため、本施工では、 

ＳＦＲＣの養生方法として、養生剤散布後に薄いビニ 

ールフィルム（厚さ 0.15mm）＋布製養生マット＋ポ 

リエステル性シート（厚さ 0.4mm）で覆い、保護する 

ことにした。さらに、施工後の早期に後期養生を可能 

とするためと縦横断勾配および鋼床版の振動に対する 

ＳＦＲＣのダレ対策を目的に真空脱水工法を採用した。 

3-2 温度および接着強度試験結果                                
 図－３に、2 月に実施した気温およびＳＦＲＣ層内の温度測定結果例を示す。この例から、室内試験の結

果と同様に、ＳＦＲＣの温度は施工後 14℃程度まで上昇し、以後低下する傾向を示すが、2℃程度の日最低

気温が連続した場合でもＳＦＲＣ層内の温度は 4℃以上を確保していることがわかる。 

 表－３に接着強度試験結果例を示すが、これによると、接着強度は材令 7 日で 1.4N/mm2 以上、材令 28 日

で 1.8N/mm2 以上であり、材令 7 日においても目標とした接着強度の 1.0N/mm2 以上を確保している。なお、

供試体の破断位置はいずれもＳＦＲＣ層内であることから、鉄板とＳＦＲＣ界面の接着強度はこれ以上得ら

れていると想定される。また、材令 7 日に比べて材令 28 日の接着強度が大きくなっているが、これは、材令

とともにＳＦＲＣの強度が増大しているためと考えられる。 

４．あとがき 
 接着剤を用いて鋼床版とＳＦＲＣを合成構造とした事例が少ないため、実長大橋への適用に当たり、各種

室内試験や模擬鋼床版による試験施工を行い、接着強度の確認や施工仕様を定めてから本施工を実施した。

その結果、ほぼ良好な施工結果が得られたと考える。なお、今後は耐久性も含めて剛性増大効果等のモニタ

リングを継続実施する予定となっている。当該ＳＦＲＣ舗装の適用に当たり、ご指導いただいた関係各位に

深く感謝いたします。 
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図－３ 本施工における温度測定結果例 

標準偏差
範　囲 平均値 （個数）
1.3以上 0.24
　～1.7以上 (n=5）
1.6以上 0.15
　～1.9以上 (n=4)

1.8以上
ＳＦＲＣ層
で破断

接着強度（N/mm2）
破断位置

７日 1.4以上
ＳＦＲＣ層
で破断

試験材令

２８日
 

表－３ 本施工における接着強度試験結果例 

標準偏差
範　囲 平均値 （個数）
1.7以上 0.1
　～1.9以上 (n=4）
1.7以上 0.09
　～1.9以上 (n=9)

0～５℃低温養生

破断位置

ＳＦＲＣ層下
面で破断
ＳＦＲＣ層下
面で破断

養生方法

1.8以上20℃標準養生

接着強度（N/mm2）

1.8以上
 

表－２ 室内における接着強度試験結果 
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